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　昭和51年に平塚市博物館が開館してから現在まで、長年にわたって多くの人に星空の魅力を伝えてきたプラネタリウム。今回35年目にして、2度目のリニューアルとなる。5月21日（土）から一般公開だ。

　当初からプラネタリウムに関わってきた鳫宏道博物館長と澤村泰彦学芸員に、プラネタリウムの魅力を聞いた。


日月星辰を操る学芸員


「初代の投影機は全て手動だったんだよね」と、鳫さんが懐かしそうに目を細める。

　平塚市博物館のプラネタリウム室を初めて照らしたのはＧＸ10Ｔという、プラネタリウムや天体望遠鏡を製作する五藤光学研究所の投影機だった。2代目は昨年の11月に引退したＧ1014。今回導入するＰＡＮＤＯＲＡ（パンドラ）は3代目に当たる。

　今でこそスライドやビデオの上映はもちろん、星空投影のデジタル化も当たり前になっているが、初代の投影機・ＧＸ10Ｔの機能は星をランプで投影するだけ。むろん、今のように星空などの動きがプログラム化されているわけもなく、小さな宇宙空間の演出は、全て学芸員の腕にかかっていた。

「最初は日の入りの練習をたくさんしたものだよ」と、鳫さん。日の入りの練習とは聞き慣れない言葉だが、こうした操作だ-初めに太陽を動かすつまみを回す。太陽の位置が低くなってきたら、青空を付けているランプの明るさを下げていく。下げる操作をしながら、もう一つの手で夕焼けのランプを徐々に付けていく。月を出して、一番星を出す。これと並行して解説を入れていくのだから、技術がいる。

「操作する人によって、動きや早さが変わってくるんだよね。だから、私の日の入りと澤村さんの日の入りは違ったね」という鳫さんに「私がやると、曇り空みたいに見えたりして。なかなか星を出さないやつだなぁ、なんて鳫さんに言われたり」と、澤村さんが続く。

　全てが自動化できる現在の投影機よりも、操作する人の個性が色濃く現れていたようだ。
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▲初代の投影機GX10T




宇宙の旅への道しるべ


　機械の操作もさることながら、学芸員の個性が最も発揮されるのは、なんといっても解説だろう。投影機が進化するにつれ、解説も変化してきた。

　初代のＧＸ10Ｔのときは機械を操作するスピードに合わせて解説をしていたが、2代目のＧ1014になってからはスライドやビデオをプログラムし、その時間に合わせて解説をするようになった。手を使った操作が減る分、解説に集中できるようになり、話す時間は長く・内容は濃くなってきたという。「ですから、後半に尺が詰まって、急に早口になることもありましたよ」と澤村さんは笑う。

　ＰＡＮＤＯＲＡではこまごまとした機材が一気に減り、操作はビデオプロジェクターと星をコントロールするだけと、ぐっとシンプルになる。演出の幅も広がるので、これからどのようなプログラムが組まれるかが楽しみだ。

　解説で心がけている点は、というう問いに、即座に「滑舌だね」と鳫さん。「というのはさておき。私たちは毎日のように上映をしているけれど、お客さんはそんなにしょっちゅう来るわけではないし、一期一会という気持ちでやってきね」。その日の客層を意識し、内容や語り口にも変化を付けているそうだ。

　話す内容にはおおまかな台本はあるものの、台詞などの言い回しは各人に委ねられるという。「筋は押さえていても、人それぞれで肉付けが違うという感じですね」と、澤村さん。「何度も来ている人もいるだろうなと思うと、前回言った冗談を今日は絶対言わないぞ、なんて考えたりね。星座は毎年同じですけれど、私の冗談は2年ごとに変えてます」と、しゃれっ気たっぷりだ。

　軽妙洒脱な学芸員らの解説を聞き比べてみるのも、プラネタリウムの楽しみ方の一つかもしれない。
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▲G1014の操作卓




リニューアルで快適に


　新しく導入するＰＡＮＤＯＲＡは、羽田空港国際線旅客ターミナルの5階にあるプラネタリウムを楽しめるカフェにあるものと同型機だ。高輝度LＥＤを使用している。

　2代目のG1014で映し出していた星の数は約6500個だったが、ＰＡＮＤＯＲＡではおよそ6000倍・約4000万個の星を投影できるようになる。

　人間が肉眼で見ることのできる星の明るさは6等級までといわれる。ＰＡＮＤＯＲＡでは6等級よりも暗い星まで映し出すことができるので、本物の宇宙を見ているような体験ができるということだ。平塚市の中心部で見ることができる星の明るさは概ね3等級くらいまでだが、プラネタリウムなら山の中で見るような澄んだ星空が楽しめる。

　快適な鑑賞空間づくりも今回のリニューアルのポイントだ。1つ目はスクリーン。映像を見やすくするために、継ぎ目の目立たないものに貼り替えた。

　2つ目は座席。開館当初は128席だった座席数は、今回70席になる。座席自体の幅を広げ、通路の幅もゆったりと取り、車いすも入りやすくする。座席のリクライニングの有無も決められるので、プラネタリウムで行われるコンサートや講演会、演劇などの際には、体を起こした楽な姿勢でも楽しめる。

　3つ目は音響。今までドームの下に設置していたスピーカーをドームの壁面に埋め込んだ。映画館のような臨場感のある音響が楽しめる。

　また、快適さだけでなく安全面も配慮し、足下を照らす足下灯の数をこれまでの4倍まで増やした。

　天文の勉強をするもよし、日頃の疲れを癒しに来るもよし、楽しみ方は人それぞれ。快適に生まれ変わったプラネタリムを楽しもう。



5月からの上映プログラム


★6月3日まで上映日を追加

　5月25日～6月3日の水・木・金曜日の午後3時30分にプラネタリウムを上映します。

　上映するプログラムは、「HAYABUSA BACK TO THE EARTH」（45分バージョン）です。この上映に限り、学芸員の解説は入りません。

★プラネタリウム番組

「HAYABUSA BACK TO THE EARTH」

　困難を乗り越えて地球への帰還を目指す小惑星探査機「はやぶさ」のストーリーを、帰還バージョンディレクターズカット版で上映します。

　5月21日～7月10日の土・日曜日。土曜日は午後2時と3時30分、日曜日は午前11時、午後2時、3時30分。観覧料200円（18歳未満の方と65歳以上の方は無料）。

★プラネタリウム幼児向け投影

「すいせいゴエモンのぼうけん」

　オールトの雲から太陽を目指し、彗星に成長するゴエモンの旅物語です。幼稚園などの団体向けに上映している番組を一般公開します。

　5月21日～7月9日の土曜日、午前11時。観覧料200円（18歳未満の方と65歳以上の方は無料）。



　このほかのイベントについては8面をご覧ください。
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[image: 新プラネタリウムに期待]



　天体観察などをしている博物館サークル、天体観察会の皆さんに、新しいプラネタリウムへ寄せる思いを聞いた。

　「私が子どもだった頃は、星の形と時間で方角を覚えろ、と教育されたものです。本物の天の川を見るのが難しい今の子どもたちにも、プラネタリウムで天体を勉強してほしいですね」と新島さん。

　親子で天体観察会に入っている秋山さんは「G1014のレトロな感じも気に入っていたので、投影機の入れ替えは少し寂しいですね。でも新しい投影機が映し出す星がどれくらいきれいか期待しています」とにっこり。

　根岸さんは「小学生のときに平塚市博物館の初代のプラネタリウムを見て、星が好きになりました。プラネタリウムを通して、子どもたちが宇宙を好きになってくれると嬉しいですね」と語った。

　3人とも口を揃えて、平塚市博物館のプラネタリウムの一番の魅力は、学芸員が生で解説をしてくれることだという。「その時々の話題も織り交ぜて解説してくれるのが楽しいですよ」。



[image: 天体観察会の皆さん]

▲左から新島明さん、秋山昌俊さん、根岸一成さん




[image: 星まつりを調べる会]



　平成16年に発足した博物館サークル「星まつりを調べる会」は、星にまつわる民俗や史跡について調査している。星と人間の文化的・精神的な関わりを掘り起こすのがメインテーマだ。

　会員の田村壽（ひさし）さん（写真左端）は「日常の中でも、星に関わる民俗や歴史がたくさん見つかります。なぜ、そうした文化が生まれてきたのかを調べるのが楽しいです」という。

　露木三恵子さん（写真左から2番目）は「カレンダーや暦など、私たちの生活と星とは密接に関わっています。精神的にも人間の生活を豊かにしてくれる星について、調査を続けていきたいですね」と、会の魅力を語った。新しいプラネタリウムに対しては、きれいになる映像が楽しみだと二人とも期待を寄せた。
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博物館　5月7日（土）


　科学実験や探検ツアーなど、親子で一緒に楽しめるイベントが盛りだくさんです。
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[image: 平塚博士になろう！　平塚学講座]


　「地域博物館」として地域に根差した活動に取り組んできた平塚市博物館。平塚の魅力を再発見できる年間講座を開講します。生物・地質・天文・歴史・考古・民俗の6分野の学芸員が講師です。必修講義と3つ以上の講座認定行事を受けた方に、博物館長から修了証をお渡しします。現地学習も実施します。定員は50人。抽選です。

募：往復はがきで住所・氏名・電話番号と年齢を5月31日（火）までに博物館〒254‒0041浅間町12‒41へ。博物館のウェブからも申し込みできます。
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▲現地を訪れて歴史を体感




必修講義
[image: 必修講義表]






講座認定行事（20程度の講座の中から3回以上参加）


　例えば“歴史を知りたい”あなたは「須賀の水運とその繁栄」や「中原御殿と近世平塚の幕開け」など、“城ガール”のあなたは「土屋城と人増館」や「高麗山城と住吉要害」など、“自然が大好き”なあなたは「きのこの観察会」や「金星を見つけよう」などの講座はいかがでしょうか。平塚学講座を受講した人だけが参加できる民俗分野の講座「民具にみる平塚」もあります。詳細はウェブでご覧ください。





応募方法



■問：問い合わせ　募：応募方法


■必要事項とある場合、

　郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号を

　ご記入ください。


■市役所への郵便物は、〒254-8686

　平塚市役所○○課で届きます。


■募集開始日の記載がない場合、
　5月9日（月）午前8時30分から受け付けます。


■メールで応募する場合@以下に

　city.hiratsuka.kanagawa.jpを付けてください。


[image: 応募方法]





地震に強い安全なまちへ
木造住宅・マンションの耐震化を支援


　3月11日に発生した東日本大震災では、多くの建物やブロック塀に被害が発生しました。平塚市域は、東海地震や神奈川県西部地震などの大規模地震の可能性が指摘されており、これらの地震により市内に大きな被害が出ると予想されています。建物の耐震性を調査し、必要な補強をすることは重要です。市では、木造住宅や分譲マンション、ブロック塀などの耐震化を支援しています。




木造住宅の補助


耐震診断費の補助

　耐震基準が強化される以前の旧建築基準法に基づいた昭和56年5月31日以前に建築された2階建て以下の木造住宅が対象です。7万5000円を限度に補助し、市民負担額は5000円です。「昭和56年6月1日以降に延床面積の2分の1を超える増築をした場合」などは補助対象から除きます。




耐震補強設計・工事費の補助


耐震診断の結果、補強工事が必要と判断された住宅が対象です。68万円を限度に補助します。直近2年間の市民税が非課税の世帯の場合には、耐震補強工事の限度は102万円、簡易的な補強工事の限度は62万円になります。




分譲マンションの補助など


耐震改修アドバイザーの無料派遣

　区分所有者が居住している昭和56年5月31日以前に建築した分譲マンションが対象です。マンションの管理組合に建築士を派遣し、無料で耐震の相談に応じます。


予備診断費の補助


　耐震診断が必要かどうかを予備的に調べるのが予備診断です。18万円を限度に、予備診断費の9割を補助します。管理組合の総会または理事会での決議が必要になります。


耐震診断費の補助


　補強工事の必要性を判断するために行う耐震診断を補助します。区分所有者が居住する1住戸あたり4万円を限度に耐震診断費の5割を補助します。管理組合の総会での決議が必要です。


ブロック塀などの改修補助


市が調査し、危険度が大きいと判定した、通り抜けができる、幅4メートル以上の道路に接するブロック塀などが対象です。60万円を限度に市が定めた標準工事額の5割を補助します。

問：建築指導課　電話：0463-21-9731



◆税の優遇制度

　耐震改修した住宅を対象とする固定資産税の減額措置、所得税の特別控除の制度があります。

問：固定資産税関係は固定資産税課　電話：0463-21-8768。所得税関係は平塚税務署　電話：0463-22-1400。


[image: ブロック塀などの改修補助]



がんばれ！石巻


[image: 石巻市]


　東日本大震災で大きな被害を受けた宮城県石巻市と、平塚市は「石巻市と平塚市の災害時相互応援に関する協定」を結んでいます。石巻市のため、平塚市は平塚市民一人当たり100円として見舞金2600万円を届けたほか、住宅提供などさまざまな支援策に取り組んでいます。




被災者への住宅提供

　市営住宅7戸と総合公園宿泊研修所18室の合計25世帯分を平成24年3月31日まで受け入れ、光熱水費も含め無償で提供します。このほか、神奈川県の被災者の受け入れに対応し、既に2戸を提供しています。




支援物資

　市民・企業・ＪＡの皆さんから寄せられた水・米・食料・飲料などと合わせて、市が準備した毛布・マスクなどトラック6台分の支援物資を2回に分けて送りました。




職員の派遣

　神奈川県・市町村合同隊の一員として、4月18日以降、市職員を順次派遣しています。避難所で物資の仕分け、ごみ処理などを支援します。

　このほかの被災地にも、3月中に、神奈川ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）として6人、平塚市消火隊・救急部隊・後方支援隊として45人を派遣しました。




義援金

　市民・団体・企業からの義援金は、4月15日現在で2784万3335円集まりました。平塚市が日本赤十字社などを通じて、石巻市など被災地に送ります。



[image: 震災から1ヶ月過ぎた石巻市の様子]

▲震災から1ヶ月が過ぎた石巻市



募集



図書館協議会委員


　図書館の運営について協議します。任期は8月1日から2年間です。

　1人（選考）。次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住②8月1日現在、18歳～75歳。高校生を除く③市のほかの審議会の委員ではない④平日に開く協議会に出席できる⑤図書館を利用する機会が多く図書館運営に関心がある。

募：中央図書館　電話：0463-31-0415ある申込書を6月1日（水）までに直接、同館へ。申込書はウェブからダウンロードできます。



美術館協議会委員


　美術館の活動方針や事業などについて協議します。任期は8月1日から2年間です。

　1人（選考）。次の条件を全て満たす方①市内に1年以上在住②8月1日現在、18歳～75歳。高校生を除く③市のほかの審議会の委員ではない④平日に開く協議会に出席できる⑤美術や美術館に知識や関心がある。

募：美術館　電話：0463-35-2111ある申込書を5月31日（火）までに直接、同館へ。申込書はウェブからダウンロードできます。



就労支援相談


　経験豊富なキャリアカウンセラーが、個別に相談を受けます。本人だけでなく、ご家族からの相談もできます。

　5月25日（水）正午・午後1時・2時・3時・4時からの5回、各50分。勤労会館。市内在住・在勤の方5人（先着順）。

募：産業振興課　電話：0463-21-9758


生ごみ処理相談員養成講座


　コンポスターなど家庭でできる生ごみを土に戻すさまざまな方法を学びます。さらに、市民の方に受講した内容を教えることを目指します。市民提案型協働事業として、ごみを活いかす会と平塚市が一緒に取り組みます。

　初回は6月1日（水）午前10時開始。市民活動センター。10月末までに、8回程度。市内在住の方30人（先着順）。

募：資源循環課　電話：0463-21-9763


布ぞうり作り教室


　5月23日（月）午前9時～正午。リサイクルプラザ。16人（抽選）。持ち物は布・はさみなど。

募：往復はがきで、必要事項を5月11日（水）までにリサイクルプラザ〒254-0014四之宮7-3-5　電話：0463-51-5301。




暮らしの講座


　世間の食べ物ウラ事情～ウラ側知って賢い食事選択～（食品添加物編）を開きます。

　5月29日（日）午前10時～正午。市民活動センター。50人（先着順）。

募：電話・メールで、名前・電話番号を市民情報・相談課　電話：0463-20-5775　メール：jousou@へ。




平塚市展に出品しませんか


　平塚市展を6月26日（日）～7月10日（日）に美術館で開きます。

　中学生を除く15歳以上の方。1点（写真は2枚まで）3000円、1点増すごとに1000円。応募作品は未発表に限ります。

書道　①半紙大2×8尺以内、横物6×3尺以内②額張りまたは幅表装仕立て。ガラス表装は不可③題名と釈文を添付④一人2点まで。

工芸　①2×2メートル以内②重量30キログラム以内③額・壁掛けなどはすぐ展示できる④一人3点まで。

絵画・彫刻　①絵画は20～100号②彫刻は1立方メートル以内。重量30キログラム以内③額・仮額・掛け軸などですぐに展示できる。ガラス表装は不可④一人
2点まで。

写真　①半切以上②パネル張りまたは額装。ガラス表装は不可③一人何点でも応募できる。組写真は3枚以内④肖像権に関わる作品は被写体の了承を得ている。

募:豊原町2-21、豊原分庁舎1号館3階の社会教育課 電話：0463-35-8123公民館などにある提出用紙に応募料を添え、6月19日（日）午前10時～正午に作品を美術館へ。




ガイドと巡る平塚の文化資源
中原御殿と周辺の史跡コース


　5月15日（日）午前9時～11時30分。2キロメートル。当日午前の降水確率が50％以上の場合、翌日曜日に延期。神奈中「中原上宿」バス停に集合。300円、中学生以下は無料。

募：はがきで必要事項を5月8日（日）までに、社会教育課　電話：0463-35-8124。




谷戸田で田植え体験


　谷戸田は、台地や丘陵地が複雑に入り組む場所の谷にある田のことです。土屋の谷戸田で、田植えと周辺の里山の手入れをします。

6月4日（土）午前9時30分～午後2時。小雨決行。荒天の場合は6月5日（日）に延期。里山体験フィールド（土屋1076）。市内在住・在勤・在学の方。

募：はがき・ファクス・メールで代表者の必要事項・参加者全員の名前・年齢を5月25日（水）までに、環境政策課　電話：0463-21-9762　FAX：21-9603　メール：kankyo-s@へ。




消費者力アップ講座


　契約の基礎知識、食品の安全などの入門講座です。講義のほか、施設見学があります。

　6月18日～7月23日の土曜日、午前10時～午後3時、全6回。平塚プレジール（八重咲町3-8）。50人（抽選）。

募：電話・ファクスで、講座名・必要事項を6月3日（金）までに、県消費生活課　電話：045-312-1121　内線2640　FAX：045-312-3506へ。



地域防災活動者の育成研修


　防災ビデオや講話のほか、普通救命講習や、発電機など資機材の取り扱い、簡易トイレの組み立て方法などを学びます。

　①6月19日（日）午前9時30分～正午②7月24日（日）・31日（日）午前9時～午後4時30分③9月18日（日）午前9時～正午④10月23日（日）午前9時～午後4時30分の全4回。青少年会館・消防総合訓練場。次の条件を全て満たす方①市内に在住②地域防災活動に携われる③研修の全日程に参加できる。30人（先着順）。

募：はがき・電話・ファクスまたはメールで、研修名と必要事項を防災危機管理課　電話：0463-21-9734FAX：21-9607　メール：bosai@へ。




八幡山の洋館で演奏しませんか


　6月26日（日）に旧横浜ゴム平塚製造所記念館（浅間町1-1）で開く音楽演奏会の演奏者を募集します。クラシックを演奏する個人または団体6組（抽選） 。プロ・アマは問いません。

募：豊原町2-21、豊原分庁舎1号館3階の社会教育課　電話：0463-35-8124旧横浜ゴム平塚製造所記念館にある申込書を5月6日（金）～20日（金）に同課へ。申込書はウェブからダウンロードできます。


[image: 旧横浜ゴム平塚製造所記念館]




中央公民館で市民アカデミー


①病を知る

　講師は市民病院の医師や看護師です。病気や薬について学べます。1回ごとの受講もできます。

　6月7日「脳の病気の不思議」・21日「食べる機能の障害摂食嚥下障害とその対応」・28日「女性の尿失禁」、7月5日「妊娠中の超音波検査」・12日「内視鏡手術って何？」、8月2日「食生活を見直してみませんか　家族みんなで減塩食」の火曜日、午後2時～3時20分、全6回。40名（抽選・7月12日は成人女性が対象）。

②植物画を描こう　平塚のバラをテーマに

 植物画とは、植物学的に正しく、芸術的にも美しく表現された絵画です。バラを水彩絵具で描く入門コースです。

 　6月17日、7月8日、8月5日・26日、9月2日・16 日、10月7日の金曜日、午前10時～正午、全7回。16名（抽選）。2000円程度。水彩画を描く道具。

③箱根細工のルーツを探る―寄木細工・玩具・木象嵌の世界―

　木象嵌とは木片で描いた絵画のようなもので、日本をはじめ世界中に存在しています。日本の時代の変化、産地の違い、世界と日本寄木細工の実物を紹介する講義のほか、見学会を2回予定しています。

　6月16日・23日、7月7日・21日・28日、8月4日の木曜日、午後2時～4時、全6回。35人（抽選）。見学会は実費負担。

募：はがきまたは直接、希望講座名（はがき1枚につき1講座・①の一部を希望する場合は、その日程）・必要事項を、5月20日（金）までに〒254-0047追分1-20中央公民館　電話：0463-34-2111へ。





市職員・消防職員を募集


◆10月1日採用予定

　①一般事務Ａ-Ⅰ10人②保育士Ⅰ3人

◆平成24年4月1日採用

　③一般事務Ａ-Ⅱ25人④一般事務Ｂ（社会福祉士）2人⑤一般事務（障がい者対象）1人⑥土木技師8人⑦建築技師1人⑧電気技師1人⑨機械技師1人⑩保健師1人⑪保育士Ⅱ3人⑫消防職員5人程度。



　対象は①昭和61年4月2日～平成元年4月1日に生まれ、大学を卒業した方または同程度の学力がある方②昭和61年4月2日～平成3年4月1日に生まれ、資格と登録がある方③昭和61年4月2日～平成2年4月1日に生まれ大学を卒業または平成24年3月までに卒業を見込む方、または同程度の学力がある方④昭和56年4月2日～平成2年4月1日に生まれ、資格がある方または平成24年3月までに資格取得を見込む方⑤昭和55年4月2日～平成5年4月1日に生まれ、身体障がい者手帳があるなどの条件を満たす方⑥～⑨昭和56年4月2日～平成2年4月1日に生まれ、大学の関係専門課程を卒業した人または平成24年3月までに卒業を見込む方⑩昭和58年4月2日以降に生まれ、資格がある方または平成24 年3月までに資格取得を見込む方⑪昭和61年4月2日～平成4年4月1日に生まれ、資格と登録がある方または平成24年3月までに資格取得と登録を見込む方⑫昭和61年4月2日～平成4年4月1日に生まれ大学を卒業または平成24年3月までに卒業を見込む方、または同程度の学力がある方。視覚・聴覚・居住地などで条件があります。

　第1次試験は6月26日（日）午前9時30分開始。東海大学湘南キャンパス。

募:職員課　電話：0463-21-8762　消防総務課　電話：0463-21-9725各公民館などにある受験申込書を5月27日（金）～30日（月）、午前9時～午後5時に本人が直接、市役所東附属庁舎2階Ａ会議室（⑫の消防職員は消防庁舎内屋内訓練室）へ。土・日曜日も受け付けます。詳細は募集案内や市のウェブをご覧ください。



[image: 平塚消防発足60周年前編]

▲平塚消防発足60周年・前編




[image: 平塚消防発足60周年後編]

▲平塚消防発足60周年・後編



市民の代表決まる

落合克宏さんが市長に初当選


　市議会議員選挙・市長選挙が4月24日（日）に実施されました。開票の結果、市長選挙では、落合克宏さんが第21代平塚市長に選ばれました。市長選挙の投票率は49.88％で過去最低でした。男女別では男性48.74％、女性51.01％でした。

　投票総数は103,775票、有効投票数は100,587票でした。


[image: 開票所の様子]



[image: 投票結果]


市議会議員選挙の結果



　任期満了に伴う市議会議員選挙は4月17日（日）に告示され、新人10人を含む34人が立候補しました。投票は4月24日（日）、市内48か所の投票所で実施し、即日開票の結果、定数30人（新人7人・現職23人）の新しい顔ぶれが決まりました。投票率は前回を下回り、49.88％でした。投票総数は103,788票、有効投票数は101,579 票でした。


[image: 投票結果]


※案分による小数点以下の票は切り捨てて表示しているため、候補者の得票数の合計と有効得票数は一致しません。



問：選挙管理委員会事務局　電話：0463-21-8795




お知らせ



企業の立地を支援


　企業立地などの促進や市内の雇用機会の創出、中小企業の設備投資を促進するため、さまざまな奨励措置を設けました。

①施設の整備を支援します

　企業の新規立地や既存工場を拡張する土地・建物・償却資産の投資金額が、3億円以上（中小企業は5000万円以上）の場合、その対象に係る固定資産税相当額の2分の1を5年間助成します。限度額は累計3億円です。

②新規雇用を助けます

　①の施設整備助成とあわせて、常用の従業員として市内在住者を1年以上雇用した場合に、21人目から一人当たり30万円（中小企業の場合1人目から一人当たり50万円）助成します。さらに、20歳未満・60歳以上・障がい者を雇用する場合は一人当たり20万円を加算します。

③環境に優しい設備を助成

　①の施設整備助成とあわせて、雨水活用設備・太陽光発電設備・風力発電設備を設置した場合、貯水量や発電能力に応じて最高300万円まで助成します。

中小企業を支援します

④製造業の設備投資

　準工業地域、工業地域、工業専用地域、開発行為の許可が得られている市街化調整区域で操業している製造業の中小企業を支援します。

　事業拡大や新製品開発などのために総額3000万円以上の機械・装置を購入した場合に、購入額の2％の額を助成します。（老朽化だけの理由による更新は除く）。助成の限度額は300万円で、同一事業所では1回に限ります。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758


産学共同研究を支援


　新製品や新技術の開発などを希望する中小企業に対し、大学や国公立の研究試験機関などとの共同研究を支援しています。

　引き続き1年以上市内で事業を営む、市税の滞納のない事業者が、大学などと共同研究の契約を締結した場合、共同研究に必要な経費のうち、契約金額の2分の1に相当額を補助します。限度額は50万円です。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758




行政相談委員が決まりました


　皆さんから寄せられた意見や要望を国などの行政機関に伝える行政相談委員として、次の人が委嘱されました。相談日は毎月第1月曜日午後1時～4時です。

　秋山佳彦さん（錦町）、内田武功さん（夕陽ケ丘）、中村裕兊さん（夕陽ケ丘）、古谷良一さん（大島）、松尾和代さん（立野町）。

問：市民情報・相談課　電話：0463-21-8764



ダイオキシン類は基準値以下


　環境事業センター（大神3230）にあるじんかい焼却処理施設の排出ガスと、遠藤原一般廃棄物最終処分場処理施設（土屋585）の放流水のダイオキシン類は、測定の結果、全て基準値以下でした。

問：環境事業センター　電話：0463-55-6615



いっしょに甦らそう茅ケ崎の川


　パネルディスカッションやパネルの展示など。

5月15日（日）午前10時30分～午後4時50分。茅ケ崎市役所分庁舎コミュニティーホール。

問：茅ケ崎市環境保全課　電話：0467-82-1111　内線3543




協働事業の成果報告会


　市が事業内容を提案し、市民活動団体とともに取り組んでいく行政提案型協働事業の報告会です。平成22年度に実施した「ひらつか花アグリ花のある景観づくり事業」など5事業について報告します。

　5月15日（日）午後1時～3時。市民活動センター。

問：協働推進課　電話：0463-21-7534



議事堂の解体工事


　新庁舎建設に向けて、議事堂の解体工事を5月23日（月）から始めます。工事現場付近の通行には、不便をおかけします。

　解体工事に伴い、議会局事務室などは5月23日（月）から、新庁舎の1期建設工事が終了するまでの約2年間、市役所新館1階西側に移転します。

問：契約検査課　電話：0463-21-9608財産管理課　電話：0463-21-8763

[image: 解体される講義堂と市役所本庁舎]

▲解体される講義堂（左）と市役所本庁舎


湘南ひらつかふれあいマーケット　朝市


　地元産の魚・野菜などの販売やダンベル体操。5月15日（日）午前7時～8時30分。小雨決行。総合公園南駐車場。

問：産業振興課　電話：0463-21-9758当日午前6時～8時30分まではマーケット開催本部　電話：090-3215-0106へ。




譲ります・譲ってください


　不用品の登録やあっせんを、随時電話などで受け付けます。

譲ります

　学習机・太極拳シューズ。

譲ってください

　乳母車・太極拳剣・自転車。

募：リサイクルプラザ　電話：0463-51-5301




平塚市史通史編
近代・現代を発行


　『平塚市史』通史編近代・現代を発行しました。13冊目になります。Ａ5判、1,277ページ。6,000円。

　第1編を近代、第2編を現代に分けて編集しました。第1編近代は、幕末から明治期の市域の行政の変化、海軍火かやく薬廠しょうの進出と関東大震災、市制の施行、戦時中の様相と空襲などについて紹介しています。

　第2編現代では、太平洋戦争後の市内の戦災復興状況、昭和の町村合併、高度成長期の都市化、現在の発展につながる軌跡をできる限り網羅しました。市の歴史の学習や研究にご活用ください。

　『平塚市史』は、市内の図書館や公民館などでご覧になれます。中央図書館入口向かいの博物館市史編さん担当または博物館1階受付で販売します。郵送希望の方は、住所・氏名・電話番号・市史の編名を記入し、書籍代金と送料（590円・切手可）を添えて現金書留で、〒254-0041浅間町12-41博物館市史編さん担当へ。

問：博物館市史編さん担当　電話：0463-32-5843

[image: 『平塚市史』通史編近代・現代]




[image: すこやかサポート市民病院2]



　救急科（ひらつかER）

　市民病院では、救急医によるER体制の確立に取り組んでいます。急な病気やけがの時に、真っ先に治療に取り組むスペシャリストが救急医です。心臓病でも脳疾患でも外傷でも、病状に関わらず対応できます。ERとは、英語でemergencyroomつまり救急室を略したものです。日本では、軽症の1次から重症の3次まで、どんな病状でも、24時間対応する救急室のことを指します。

　迅速で高度な救急医療を目指して、ひらつかERには救急医と研修医が午前8時30分～午後8時30分の間、2～4人常駐しています。昨年は約5,000件の救急搬送患者さんを診療しました。消防機関とも密接な関係を築いており、救急医が直接、電話で消防救急隊員と情報交換し、正確で迅速な治療を進めています。救急車に乗る救急救命士の教育も積極的に進めています。

　現場に出て市民の健康を守る活動もしています。湘南ひらつか七夕まつりでは、会場中心部に救護所を開設し、そこから現場に出動するというモービル救護所活動をしました。また、湘南国際マラソンでは、花水など3か所の救護所に医療スタッフを派遣し、体調を崩したランナーに備えました。

❖市民病院　電話：0463-32–0015



[image: ERスタッフと救急隊員]

▲ERスタッフと救急隊員


健康と福祉



高齢者世帯の電磁調理器・火災警報器購入費の助成事業が終了


　申込受付期限は5月31日（火）です。希望する方は早めに申請してください。購入前に詳細をお問い合わせください。

　65歳以上で、全員が市県民税非課税である世帯。電磁調理器は税抜きの販売価格の2分の1で、1万円を上限に助成（1世帯1台まで）。火災警報器は1台につき4000円を上限に助成（1世帯2台まで）。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-8778


家族介護用品を支給


　介護保険で要介護認定を受けている方を在宅で介護している家族に、紙おむつなどを支給します。次の条件を全て満たす方①市内に在住②要介護4・5の方と同じ住所に住み、在宅で介護している③家族全員が市県民税非課税④医療機関への入院や介護保険施設の入所をしていない。持ち物は介護保険被保険者証、家族全員の印。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-8778


高齢者教養講座　デジタルカメラで楽しく写そう


　5月25日～6月22日の水曜日、午後1時30分～3時、全5回。南部福祉会館。市内在住の60歳以上の方20人（先着順・初心者の方優先）。持ち物は筆記用具・デジタルカメラ。

募：電話または直接、必要事項・年齢・経験の有無を5月9日（月）午前9時から袖ケ浜20-1の南部福祉会館　電話：0463-21-3370へ。




訪問理容・美容サービス


　65歳以上で要介護3～5の在宅の寝たきりの方または身体障がい者手帳1・2級で外出が困難な方。利用者の負担額は2000円（利用サービスで顔そりをする場合は3000円）。持ち物は介護保険被保険者証または身体障がい者手帳。

募：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



軽度生活援助の利用


　2時間で終わる程度の草むしりや掃除などの作業（介護保険の給付対象となるものを除く）や通院の付き添いを援助します。それぞれ利用回数に限りがあります。状況に応じて、作業員は2人まで派遣できます。

　65歳以上の在宅高齢者で、作業のため、別に住む親族らの協力が得られない世帯。派遣人数一人につき1時間500円（市県民税非課税世帯の方は250円、生活保護世帯の方は無料）。利用する場合は、各地区の高齢者よろず相談センターへ、介護保険の認定を受けている方は担当のケアマネージャーへ。

問：高齢福祉課　電話：0463-21-8778



たばこと健康展


　5月31日は世界禁煙デーです。たばこや禁煙についてのパネルを展示します。

　5月9日（月）～31日（火）、午前8時30分～午後5時（31日は午後3時まで）。保健センター。

問：健康課　電話：0463-55-2111




くすの木体操講座


　5月20日（金）午後1時30分～3時。大野公民館（東真土2-12-1）。講師は文化スポーツまちづくり振興財団の村田節子さん。持ち物は室内用運動靴・バスタオル・ハンドタオル・飲み物。

問：健康課　電話：0463-55-2111



睡眠から健康を考えよう！


　6月4日（土）午後2時～3時30分。保健センター。市内在住・在勤の方80人（先着順）。

募：健康課　電話：0463-55-2111



自宅でできる簡単エクササイズ


　5月25日～6月8日の水曜日、午前10時～11時30分、全3回。保健センター。市内在住・在勤の方30人（先着順）。運動しやすい服装で。持ち物は室内用運動靴・飲み物・タオル。

募：健康課　電話：0463-55-2111



傾聴ボランティア養成講座


　5月28日～6月25日の土曜日、午後1時30分～3時30分、全5回。福祉会館。市内在住の方40人（先着順）。1000円。持ち物は筆記用具。

募：電話または直接、名前と電話番号を追分1-43の福祉会館　電話：0463-33-2333へ。



プール健康づくり教室


　①6月7日～7月26日の火曜日②6月9日～7月28日の木曜日。いずれも午前9時30分～11時（初回は午前8時40分から）、全8回。南部福祉会館。市内在住の60歳以上の方、各25人（先着順・初心者の方優先）。1回100円。持ち物は水着・水泳帽・タオル。

募：電話または直接、必要事項・過去の参加回数を袖ケ浜20-1の南部福祉会館　電話：0463-21-3370へ。


[image: プール健康づくり教室]




音訳講習会


　5月31日～6月28日の火曜日、午後1時～4時、全5回。福祉会館。受講後、平塚音訳赤十字奉仕団で音訳ボランティアができる方10人（先着順）。1000円。持ち物は筆記用具。

募：電話または直接、名前と電話番号を追分1-43の福祉会館　電話：0463-33-2333。




転倒骨折予防教室


　筋力アップの運動など。6月2日～7月14日の木曜日、午前10時～正午、全7回。城島公民館。市内在住の65歳以上で、介護保険の認定を受けていない方20人（先着順）。申し込みは年度内2回まで。持ち物は飲み物・タオル。

申：訪問医療しんきゅうマッサージ磯崎　電話：0463-35-6257



日赤の講習会


　いずれも福祉会館。中学生を除く15歳以上で、全日程に参加できる方各12人（抽選）。検定試験があります。

①日赤救急法基礎講習会

　人工呼吸などを習得できます。

　6 月4 日（土）正午～午後4 時。1500 円。

②日赤救急法救急員養成講座

　日常生活の事故防止の知識などを習得できます。

　6 月5 日（日）・11日（土）・12日（日）、午前9 時～午後5 時、全3 回。3000円。

③日赤幼児安全法講習会

　乳・幼児期にかかりやすい病気の知識などを習得できます。

　6 月4 日（土）・11日（土）・12日（日）、午前10時～午後4 時、全3 回。1500円。

募：はがきで、講習会名・必要事項・生年月日を5月16日（月）までに福祉総務課　電話：内線2148へ。



ストップ！　メタボリック教室


　教室終了後、ご希望の方には血管年齢を測定します。

　6月16日（木）午後1時30分～3時。保健センター。市内在住・在勤の方40人（先着順）。

募：健康課　電話：0463-55-2111




スポーツ

首都大学野球リーグ春季大会


　5月21日（土）午前10時、東海大学対武蔵大学・午後0時30分、筑波大学対日本体育大学。

　5月22日（日）午前10時、日本体育大学対筑波大学・午後0時30分、武蔵大学対東海大学。平塚球場。チケットは当日券のみ同球場で販売。大人1000円、中学生・高校生・大学生500
円、小学生以下無料。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233

[image: 首都大学野球リーグ春季大会]


イースタンリーグ公式戦


　横浜ベイスターズのホームゲームです。

　5月12日（木）、横浜ベイスターズ対東京ヤクルトスワローズ。

　20日（金）、横浜ベイスターズ対北海道日本ハムファイターズ。

　いずれも午後6時試合開始。平塚球場。チケットは当日券のみで試合開始2時間前から同球場で発売。大人1000円、中学生・高校生500円、小人300円。

問：総合公園管理事務所　電話：0463-35-2233


バドミントン教室


　基礎的なルールや技術を学びます。保護者の方も見学できます。

　6月4日～25日の土曜日、午前10時～正午、全4回。青少年会館。小学校4～6年生20人（抽選・初めての方優先）。持ち物はラケット・体育館履き・タオル・運動着・飲み物。

募:はがき・ファクス・メールまたは直接、教室名・必要事項・学年・過去の参加経験の有無を、5月20日（金）までに、〒254-0014浅間町12-41青少年課　電話：0463-32-7029　FAX：31-1441　メール：seishonen@へ。




市民相談





市民相談室

市：本庁舎1階　電話：0463-21-8764




◇一般市民

毎週月～金曜
日、8時30分～12時・13時～17時




◇一般法律（予約制）

毎週水・木曜日、13時～16時




◇行政

6月6日（月）13時～16時




◇多重債務（予約制）

5月10日（火）・24日（火）、13時～16時




◇税務（予約制）

5月6日（金）、6月3日（金）、13時～16時




◇年金・社会保険・労災

5月10日（火）13時～16時




◇登記・供託（予約制）

5月13日（金）13時～16時




◇下請取引

5月17日（火）13時30分～16時




◇住宅（新・改築）

5月17日（火）13時～16時




◇不動産

5月20日（金）13時～16時




◇分譲マンション管理

5月23日（月）13時～16時




◇許認可届け出

5月23日（火）13時～16時




◇外国籍

スペイン語：毎週火曜日／ポルトガル語：毎週水曜日／中国語：第2・4木曜日、いずれも9時～12時・13時～16時



人権相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-23-1111　内線2172




◇来所

5月17日（火）13時～16時



女性のための相談

市：人権・男女共同参画課　電話：0463-21-9611




◇来所・電話

毎週月～金曜日、9時30分～16時



子ども教育相談センター

崇善小学校北側　電話：0463-36-6013



◇来所

毎週月～金曜日、10時～17時




◇電話

毎週月～金曜日、9時～17時



青少年相談室

市民センター　電話：0463-34-7311




◇青少年相談

毎週月～土曜日、10時～18時30分






◇青少年ダイヤル・ヤングテレホン

電話：0463-33-7830　毎週月～土曜日、10時～18時30分



療育相談室

福祉事業センター　電話・FAX：32-2738



◇子どもの発達相談

（来所・予約制）　毎週月～金曜日、10時～15 時



こどもの総合相談

市：こども家庭課　電話：0463-21-9843





◇こども総合相談

毎週月～金曜日、8時30分～17時




◇母子相談

毎週月～金曜日、9時～17時





子育て支援センター

豊田分庁舎　電話・FAX：34-9076



◇未就学児対象の子育て相談・情報提供

毎週月～金曜日、9時30分～16時



健康相談

保健センター　電話：0463－55－2111



◇来所（生活習慣病の予防や食事・運動による病状改善相談。予約制）

毎週月～金曜日、8時30分～17時





福祉会館

追分1-43　電話：0463-33-2333




◇法律（予約制）

5月10日（火）、6月14日（火）13時～16時




◇生活支援

毎週月～金曜日、8時30分～17時




◇ボランティア

毎週月～金曜日、8時30分～17時




保健福祉総合相談

市：南附属庁舎1階　電話：0463-21-8779




◇来所・電話

毎週月～金曜日、8時30分～17時





65歳からの健康相談

市：高齢福祉課　電話：0463-21-8778




◇来所（ 予約制）

5月17日（火）9時30分～12時





障がいがある方の相談

市：障がい福祉課　電話：0463-21-8774




◇手話案内

FAX：35−5770　毎週金曜日、9時～12時30分




◇精神保健福祉（予約制）

毎週月～金曜日、9時30分～16時





消費生活センター

JAビルかながわ　電話：0463-21-7530



◇来所・電話

毎週月～金曜日、9時30分～16時












ヒラツカルチャー


美術館

〒254–0073西八幡1–3–3

電話：0463-35–2111　FAX：35–2741

休館日　9・16・23・30日




■画家たちの二十歳の原点

[image: 美術館開館20周年ロゴ]


　明治から現代までの各時代を代表する画家の二十歳前後の作品を展示します。

　6月12日（日）まで。一般800円、高校生・大学生500円。

・関連事業

　いずれも申し込みは不要。

①講演会　窪島誠一郎　二十歳の原点を語る　5月15日（日）午後2時～3時30分。ミュージアムホール。150人。先着順。

②ギャラリートーク　6月4日（土）午後2時～3時。展示室Ⅰ。要観覧券。




■北大路魯山人展

　独自のセンスが光る陶芸作品を生み出した魯山人。公立美術館としては最大のコレクションを収蔵する世田谷美術館の協力を得て、陶磁器を中心に123点を展示します。

　6月19日（日）まで。一般200円、高校生・大学生100円。

・関連事業

　いずれも申し込みは不要です。

①講演会「北大路魯山人の魅力」　5月7日（土）午後2時～3時30分。講演：清水真砂さん（世田谷美術館学芸部長）。ミュージアムホール。150人。
先着順。
②ギャラリートーク　5月28日（土）午後2時～2時30分。展示室Ⅱ。要観覧券。





■ワークショップ

・津久井智子の消しゴムはんこ。つくるたのしみ、おすたのしみ

　下準備や刀の持ち方からじっくり教えます。カラフルなインクを使い、消しゴムはんこでビニール傘をかわいくアレンジしましょう。

　6月5日（日）午後1時30分～4時。アトリエ。中学生以上の方、20人（抽選）。1500円。

募：はがき・ファクス・メールで参加プログラム名・実施日・必要事項・年齢・ファクス番号またはメールアドレスを、5月19日（木）までに美術館　メール：art-muse@（メールの場合、タイトルに「ワークショップ応募」と付ける）へ。


[image: ペンギン]




■市民アートギャラリー

5月3日（祝）～8日（日）

陶房芳乃和陶芸展、高校卒業50年同窓美術展




10日（火）～15日（日）

すさ美会展、パソコンペイント画展




17日（火）～22日（日）

砂変幻展、柳彩会水彩画展




24日（火）～29日（日）

想展、府川喜美枝展




31日（火）～6月5日（日）

岡村工房陶芸教室展











博物館

〒254–0041浅間町12–41

電話：0463-33–5111　FAX：31–3949

休館日　9・16・23・30・31日


■春期特別展 深海から生まれた湘南

　5月22日（日）まで。特別展示室。

　関連事業として特別展の展示解説と深海相模湾の映像を上映します。

　5月15日（日）午後1時～3時。博物館特別研究室・講堂。参加自由。




■寄贈品コーナー

・新着資料展・人文部門

　6月5日（日）まで。1階寄贈品コーナー。




■参加者募集

①②は土屋で開催します。

①自然教室「里山休耕田の生きもの調べ1　クモ」

　5月21日（土）午後1時～3時。15人（抽選）。小学生は保護者同伴で。

②自然教室「里山休耕田の生きもの調べ2　昆虫」

　5月29日（日）午後1時～3時。15人（抽選）。小学生は保護者同伴で。

③平塚の遺跡を歩く「中原御殿と寺田縄屋敷」

5月28日（土）午前10時～午後3時。中原～寺田縄地区。15人（抽選）。

募：往復はがきで必要事項を①は5月12日（木）②は19日（木）③は20日（金）までに博物館へ。




■ろばたばなし

　5月15日（日）午後1時20分と3時。展示室1階相模の家。









文化　スポーツまちづくり振興財団

〒254–0045見附町15–1（市民センター内）

電話：0463-32-2237（文化事業課）




■イブニング囲碁入門教室

　6月2日～8月25日の木曜日、午後6時30分～8時30分、全12回。市民センター。日程の6割以上参加できる囲碁を全く知らないまたは囲碁を覚え直したい方20人（先着順）。5000円（高校生以下は2500円）。

募：電話で文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課へ。










中央図書館

〒254–0041浅間町12–41

電話：0463-31-0415　FAX：31–9984

休館日　9・16・23・30・31日



■中央図書館5月の特集展示

・文学作品を読もう

　5月1日（日）～29日（日）。2階貸出室。




■ブックスタートの予約受け付け

　①5月15日（日）中央図書館②25日（水）北図書館③6月4日（土）中央図書館④22日（水）金田公民館⑤29日（水）西図書館、いずれも午前10時～11時30分。市内在住の1歳未満のお子さんとその保護者。

募：電話で中央図書館へ。




■映画会

　日曜日午後2時。3階ホール。5月1日〔こども映画会〕ふしぎの国のアリス（アニメ）／8日〔こども映画会〕ガリバー旅行記（アニメ）／15日〔一般映画会〕カリフォルニアの星のもと（主演ロイ・ロジャース）／22日〔こども映画会〕ダンボ（アニメ）／29日〔広報映画会〕初期消火大作戦　住民消火隊・地域を守るほか







湘南ひらつか
ジャズフェスティバル
DANCE!SING!SWING!



　出演はカウント・ベイシー・ジャズ・クリニック・コンボ・バンド、平塚ウィンドオーケストラ、横内ジュニアジャズ、Ｎ.Ｋ.ダンスラボラトリーほか。

　5月15日（日）午後1時開演。市民センター。全席自由。入場無料。

問：文化スポーツまちづくり振興財団文化事業課　電話：0463-32–2237



[image: 湘南ひらつか　ジャズフェスティバル]



今、会いたい作品


北大路魯山人「織部扇面鉢」


　料理というものを、芸術の域にまで高める活躍をした北大路魯山人。現在では人気コミック『美味（おい）しんぼ』の登場人物・海原雄山のモデルとして知られているようですが、魯山人の名を一躍有名にしたのは、大正時代に開業した高級料亭「星岡茶寮」の運営でした。

　ここでは厳選した材料による料理はもちろん、盛り付ける食器もこだわり抜かれたものでした。魯山人は、料理とよく調和し食卓に美しい世界が現れる、そのような食器を求めて自ら陶芸を手がけました。古い焼きものを研究してアイデアを加え、新たな陶芸作品を創造していきます。なかでも愛したのが織部焼でした。戦国武将で千利休の高弟、古田織部が好んで焼かせ
た陶器で愛知県の瀬戸で焼かれたものを大きく指しましたが、やがて歪みや大胆な形状をもつ斬新なデザインの器が登場し、今日言われる織部焼の様式が確立しました。この織部扇面鉢も、ユニークな形に大胆な模様が描かれ、深い緑色に発色した釉薬の表現が見事です。「食器は料理の着物」と魯山人は語りました。どのような料理が盛られたのか、想像力を刺激する名品です。（文：平塚市美術館学芸員 小池）

❖美術館　電話